
〝区域区分見直し〟反対署名本格化
第2回 交流会開催

※上写真は活発な意見が出た第2回交流会の様子

　北九州市民の会主催の「第2回区域区分見直し交流会」が昨年12月26日
午後、市立生涯学習総合センターで開催されました。約50人が参加し、
市が進める財産権侵害の〝区域区分見直し〟計画の現状確認や今後の対
応策などについて意見交換しました。すでに反対署名をまつめている対
象地域もあり、市民の会事務局は「既に署名をあつめている地域は、市
議会に陳情、請願をしてほしい。それぞれの地域の要求も含めて反対署
名をあつめてほしい」と提案しました。
　「区域区分見直し」は、市が災害対策などを理由に斜面地などの市街化
区域を、開発制限のある市街化調整区域に線引きするもの。市全域で約
３万５千人、約 1万 8000 世帯が対象となっています。
　現在、市は対象地域で説明会を進めていますが、土地評価がさがるな
ど財産権侵害に対する反対意見が多くでており、市は昨年の市議会 12月
定例会で、区域区分線引き修正案に対する意見書提出期限を 3月末まで
に「柔軟に対応する」と本会議答弁しました。
　参加者からは「開発許可を出しておきながら、災害が起こるかもしれ
ないから出て行けというのはおかしい。市は災害対策を理由に区域区分
見直しを進め、財産権については補償もしないという。区域区分見直し
と災害対策は別の問題」と怒りの声が相次ぎました。

平和ネットが総会と記念講演
　平和をあきらめない北九州ネット
は、12 月 19 日（日）14 時から小倉
北区ムーブ大セミナー室で 2021 年度
第７回定期総会を開きました。78 人
が参加。2021 年総括と 2022 年活動
方針、役員体制、財政報告を一括して提案し、すべて承認されました。
記念講演は、高田健さん（総がかり行動実行委員会、市民連合運営委員会）
が、「総選挙の結果と市民運動・野党共闘」と題して 90分間講演しました。
総選挙の結果について、「市民と立憲野党の共同」側の「敗北」と教訓に
ついて、厳しい評価もされた。総選挙後の名文改憲と実質改憲の急速な
進行について詳しく分析、参議院選挙にむけて市民と野党の結束、共闘
を広める必要性を強調された。

春闘共闘加盟組合代表者会議開かれる
　北九州春闘共闘連絡会は、11月30日
に事務局会議を開催し、運営要綱や事務
局体制、2022 年春闘方針（骨子案）な
どを確認しました。事務局会議の決定を
受け、2022 年春闘共闘加盟組合代表者
会議を、12月17日18 時 30 分から小倉
北区生涯学習総合センター１階会議室で、８団体 13人の参加で開催しました。
事務局会議以降、加盟組合の機関会議などで検討されてきた2022 年春闘方
針骨子案については、加盟組合から寄せられた補強意見などを取り入れ、第１
次案として提案し実践をしながら２月10日の総会＆学習会で確認する予定です。
　確認された、当面の行動は、① 12月 26日「変えるチラシ」配布統一行動、
②１月６日市内２箇所で新春宣伝行動を取り組む、③２月12日に春闘共
闘の学習会を開催し方針を決定、④２月 25日、春闘要求前進をめざす１
日総行動、⑤憲法改悪反対の宣伝行動への参加、⑥３・13 重税反対統一
行動、⑦第 93回北九州統一メーデーの準備、⑧５・３憲法集会などの行
動を成功させる。⑨３月９日は回答指定日、⑩３月10日に春闘要求の前
進をめざす全国統一行動を北九州でも小倉駅前南口周辺でおこない成功
をめざします。 （堀田和夫氏ＦＢより）
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2022 年の幕開け
新しい政治実現へ希望の年に

　2022年の幕が開けました。新型コロナ下の２度目の新年も、オミクロン株感染
拡大への警戒が求められ緊張が続きます。コロナに直撃され困窮する人の増加も深
刻で、各地で相談・支援活動が取り組まれる越年になりました。
　２年におよぶコロナ禍は日本と世界が抱える多くの矛盾を浮き彫りにしました。コ
ロナの無為無策で批判を招いた菅義偉政権に代わり岸田文雄政権が発足したもの
の、事態打開の道筋は示せず、山積する内外の諸課題に対処する能力を欠いていま
す。コロナを乗り越え、未来を開く新しい政治を実現する年にしていきましょう。

■ 本流と逆流のたたかい
「全ての国で軍事費を２％削減する。地球規模の緊急事態とたたかうために、５
年間で１兆ドルを節約する」。世界のノーベル賞受賞者ら50人以上が昨年12月
に連名で発表した公開書簡が注目を集めました。膨大な資源を浪費している軍拡
の悪循環を警告し、軍縮で得た資金をパンデミックや気候変動、極度の貧困といっ
た人類共通の問題解決のために配分するという提案です。各国の政治が真剣に
受け止めるべき積極的な内容です。
　この呼びかけに真逆なのが岸田政権です。昨年末に決定した 22年度政府予
算案で軍事費は８年連続過去最大を更新し、21年度補正予算と合わせ６兆円超
も大軍拡に投じようとしています。一方、社会保障は厳しく圧縮し、医療機関の
収入に関わる診療報酬は引き下げる冷たさです。コロナ対策で失政を引き起こし
た教訓に学ばない政治は切り替えが必要です。

　岸田政権が世界の潮流にことごとく背を向けていることも重大です。昨年11月
の英国での国連気候変動枠組み条約第 26 回締約国会議（ＣＯＰ26）で岸田首
相は、二酸化炭素排出量が多い石炭火力発電延命の立場を表明し批判を浴びま
した。今年３月の核兵器禁止条約の第１回締約国会議への参加も否定的です。日
本と同じく米国と軍事同盟を結ぶドイツなどはオブザーバー参加を決めています。
唯一の戦争被爆国としての日本の責任が厳しく問われる事態です。
　「新しい資本主義」を打ち出しても大企業・富裕層を優遇する政策は改めず、金
融所得課税の強化も見送りました。米国政権も富裕層に公平な負担を求める方
向を打ち出しています。あまりに対照的です。立ち遅れが著しいジェンダー平等
についても岸田政権は真剣に打開する意思を示しません。
　昨年の総選挙で日本共産党が掲げた ▽新自由主義から転換する新経済提言 
▽気候危機打開の2030 戦略 ▽ジェンダー平等社会 ▽９条を生かした平和外交
― はいずれも世界の大きな流れと合致する方向です。若者をはじめ新たな共感
を集めた政策を実現し政治を動かすために一層努力を重ねます。

■ 創立100年を選挙勝利で
　岸田政権による改憲を阻むたたかいは憲法施行７５年の今年、大きな焦点です。
草の根の運動で岸田政権を包囲し、政権交代を国民多数の声にすることが不可
欠です。
　７月の参院選は、市民と野党の共闘を発展させ、政権交代の足がかりをつくる
たたかいです。日本共産党は７月１５日に創立から100 年を迎えます。記念すべき
年に、新しい歴史の一歩を刻むことができるよう、ともに力を合わせていただく
ことを呼びかけます。 （赤旗元旦号：主張）
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平和ネットが定例会議
今後の活動スタイルなど議論

　2022年1月6日（木）夜、平和ネッ
トが定例会議を北九州生涯学習総
合センターで開催、１3名が参加
しました。久しぶりに Zoomでな
く対面での会議。12 月 19 日の総
会の総括と今後の活動日程を検討
しました。
　平和ネットの組織改革、名称の
検討、活動スタイルの工夫などの
意見が出され、メールで意見交換をして改善策を探ることになった。さ
らに以下のように当面する活動日程が決められました。
　19日定例行動について、１月は 19日（水）18：00 ～ 19：00　小倉駅デッ
キ定例街宣。２月は 19日（土）14：00 ～ 15：00 小倉駅デッキ。3月は
福岡市民集会に合わせて 3月 13日（日）14：00 ～ 15：00 小倉駅デッキ（で
きれば黒崎駅も考える）とし、19日を前倒し（中止）にする。
　次回定例会議は、2月 3日（木）18：00 生涯学習総合センター（予定）。

新春に憲法改悪反対行動
マイクリレーで訴え

　今年最初の、憲法改悪反対北九州共同センターの毎月行動が、1月8日（土）
11時から小倉駅南口ペデストリアンデッキ周辺で取り組まれた。

　参加は16人、集約された
署名は 23 筆でした。リレー
トークは、高瀬県会議員、野
瀬事務局員、永冨地区労連
議長、前田憲徳代表、永野
市職労OBが交替でマイクを
握り心を込めて憲法改悪反
対を訴えた。
 （堀田和夫氏 FBより） 

八幡市民会館の活用を求める連絡会
1月26日 市議会で口頭陳述

　１月 14日、上記連絡会が開催されました。当面する課題は、12 月議
会に提出した陳情書の審査が以下の要領で実施されます。
１月 26日（水）10：00 教育文化委員会　　
陳情書タイトル：埋蔵文化財センター移転事業・基本設計が八幡市民会
館の歴史的・文化的価値の保存に値するものであるのか、再検討してく
ださい。
　集会とパンフレット作
成については、今後の連
絡会のあり方を検討する
中で、当初予定した３月
を延長することでおおよ
その合意をえました。
　次回連絡会は、２月 18
日（金）13：30　大谷市
民センターで開催されま
す。

北九州市で成人式
感謝と挑戦を誓う

　1月 10日は「成人の日」。北九州市では 9日に成人式が開かれ、若人
の門出を祝った。
　メディヤドームでは、市成人式実行委員会と市の主催による式典が開
かれた。対象の 9572 人のうち約 2600 人が集まり、事前申し込みや当日
受付をした役 1400 人が式典に参加した（写真）。
　実行委員１４人は昨年 7月から準備を重ね、式のテーマを「MAKE　

YOUR　OWN 　STORY ～
感謝を力に新たな挑戦～」と
決めた。
　委員の一人で北九州高専の
小野雄介さん（20）は今春か
らエンジニアとして社会人に
なる。「これからも興味がある
ことをいっぱい勉強して、自
分のやりたいことができる大
人になりたいです」と目を輝かせていた。
 （朝日新聞 10 付朝刊より）

久しぶりに対面会議

JR小倉駅前で署名活動

今後の連絡会のあり方を検討するメンバー

 

 

 

 

 

 

コロナ電話相談会（無料）
日時：2月 19日（土）
　　10時～ 20時

☎0120-157-930（フリーダイヤル）

今
後
の

相
談
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定

お知らせ　
　２月６日開催予定だった「第９回北九州人権問題公開講座」

は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止すること

になりましたした。ご理解のほど、よろしくお願い致します。


